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ちくりん舎の運営体制 
  

ちくりん舎をよろしく 

  
 2012 年 10 月末に、市民

放射能監視センター（愛

称：ちくりん舎）が設立さ

れました。 

 ちくりん舎のラボは写真

でご覧のように、東京・日

の出町の竹林のそばにあり

ます。そこで竹林をひらが

なにして「ちくりん舎」と

命名しました。マスコット

キャラクターの「ちくりん

君」と共に末永くご支援を

お願いします。 

2012 年 10 月 28 日、市民放射能監視

センターの設立総会が立川市女性総

合センター・アイムで開かれまし

た。 

 設立総会では、設立に至った経緯

の説明の後、定款や設立の趣旨、予

算案などが提案され確認されまし

た。また運営の体制として下記の理

事および顧問の方々が承認されまし

た。 

●理事長： 

浜田和則（フクロウの会） 

●副理事長: 

吉田千佳子（たまあじさいの会） 

青木一政（フクロウの会） 
 

 

●理 事: 

辻淑子（さよなら原発～にしたま

～） 

雨宮一好（たまあじさいの会） 

宮澤常則（たまあじさいの会） 

●顧問： 

山内知也氏 

(神戸大学海事科学部教授 放射線計測学） 

佐々木研一氏 

(元立教大学教授 放射化学） 

David Boilley 氏 

（仏市民放射能分析 NGO-ACRO 理事長 核物

理学者) 

 

 

みなさん新年明けましておめでと

うございます。 

今年は、福島原発事故によってば

らまかれた多くの放射性物質、放射

能を市民目線で本格的に監視するラ

ボ事業を稼動させる年であります。 

ご存知のように放射能は目に見え

ません。しかし人体、生物に被ばく

という影響を与えます。私たちの生

活環境に入り込んだ放射能を精度よ

く測定し分析し情報を市民と共有す

るセンターとして誕生した私たちが 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

いよいよ自分たちの手でゲルマニウ

ム半導体測定器も併せ持ち放射能測

定を開始できるのです。また、測定

を通じ放射能汚染を憂慮する人たち

との交流ができることを私は何より

の楽しみにしています。 

同時に、私たちの活動は会員の皆

さんとの共同事業です。運営は会員

の皆さんの会費と測定依頼により運

営されます。ウェブサイトやニュー

スの発行などにより情報発信を開始

しますので是非ご注目いただき積極

的な参加をお願いします。 
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デイビット・ボワイエ氏（ACRO 理事長） 

からのメッセージ 

  

 
  

ちくりん舎はフランスの市民放射能

分析 NGO－ACRO からゲルマニウム半

導体測定器の寄贈を受けています。

ACRO が測定器を私たちに寄贈するこ

とになったいきさつと、ちくりん舎

への期待について、ACRO 理事長のデ

イビッド・ボワイエ氏からメッセー

ジが届きました。ここに紹介します 

（編集部） 

―――――――― 

フランスの NGO-ACRO はチェルノ

ブイリの惨事の後、環境中の放射能

を自分達で監視しようとする市民を

支援するために創設されました。 

2011 年 3 月、日本で重大な核事故

が進行中であることが明らかになっ

た時、私達は日本人にとり放射能測

定手段が重要な問題になることを承

知していました。国や自治体は彼ら

の関心に応える研究所と専門家を保

有しています。市民もまた、自らの

関心に応えてくれる研究所と専門家

が必要なのです。 

ACRO はただちに ACRO のように強

力な市民ラボを開設できるよう、日

本人を支援するための募金活動を開

始しました。市民ラボができるまで

の間、私達は無償で分析を行うこと

を決め、日本（の市民団体や個人：

訳注）から送られた 500 以上のサン

プルを分析しました。 

多くの個人からの寄付を受けまし

た。 

ドイツではこのプロジェクトを支援

するためのコンサートが開かれまし

た。ジュネーブではクリスマス・

マーケットでチャリティセールが行

われました。ある中学校では募金を

集めるためにマグネットを売りまし

た。 

このプロジェクトはまた「イル・

ド・フランス県」（パリとその郊外

の地域を含む地域圏）による「日本

への人道支援活動」の一つに選ばれ

ました。これら全てにより、ちくり

ん舎のために最も強力なゲルマニウ

ム半導体検出器を購入することがで

きたのです。 

ちくりん舎は大きな課題に直面し

ています。ちくりん舎は市民からの

さまざまな疑問に応えるために革新

的な解決策を見出さねばなりませ

ん。国や自治体に信頼され彼らの決

定に影響を与えるために最高水準の

技術を獲得しなければなりません。

そして全体として、ちくりん舎は長

期にわたり活動を続けなければなり

ません。というのもベラルーシやス

カンジナビアと同様に、日本も核惨

事の影響を数十年にわたり被り続け

るからです。 

私達はちくりん舎が ACRO と親しく

協力して長く続くことを祈っていま

す。もしも万が一、ヨーロッパで核

惨事が起こるようなことになれば、

私達はちくりん舎の支援が必要にな

るからです。 

2012 年 12 月 11 日 

ACRO 理事長 David Boilley 

 

ACRO のボワイエ理事長（左）

とミレーン研究所長（右） 

今後の予定 

●1 月 14 日(月)14:30

～ 

理事会 

立川シビルにて 

●1 月末 

ゲルマニウム半導体測

定器到着予定 

●２月 

設置工事、立ち上げ予

定 
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顧問の方々からのメッセージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

測定サービスの内容が決まりました 
  

ちくりん舎は 2013 年 3 月測定立ち

上げを目指して準備中です。測定受

付開始は 3月頃の予定です。 

 今後、見通しがつき次第、受付開始

時期を明らかにします。 

 測定サービスの具体的内容および価

格については現時点で概略、以下の

ように計画しております。 

サンプルは持ち込みまたは郵送

（宅配便）となります。 

測定後のサンプルはお引き取りを

原則とします。着払いで返送致しま

す。 

測定対象によっては前処理をお願

いすることがあります。詳細はご相

談下さい。 
 

 
ゲルマニウム半導体測定器 

時間 会員

（円） 

非会員

（円） 

0.5 2,500 3,500 

１ 3,000 4,000 

２ 5,000 6,500 

４ 8,500 11,000 

８ 12,000 15,600 

 

●山内知也氏 

神戸大学海事科学部教授 

（放射線計測学） 

【ちくりん舎への期待】 

 「ちくりん舎」には息の長い計測活

動、可能な限り精度の高い計測が求

められていると考えます。 

【プロフィール】 

放射線計測学のうち、絶縁材料中に

形成されるイオントラックの基 礎と

応用を専門にしています。環境に飛

散したセシウム等の放射能 計測は決

して本来の専門ではありませんが、

福島原発事故後いくつ かの計測のお

手伝いをしてきました。「ちくりん

舎」でも何かの役 に立てればと思い

ます。 
 

●佐々木研一氏 

元立教大学教授（放射化学） 

 

【ちくりん舎への期待】 

正確な放射能測定に基づく住民・被

害者の視点に立つ環境放射能評価の

キー・ステーションとなることを期

待します。 

【プロフィール】 

専門分野は放射化学，分析化学，界

面化学，無機化学など。研究テーマ

は，原子炉内の化学反応，環境にお

ける元素の分布，水中シャボン玉の

生成条件など。活動歴は，団地自治

会として紙のリサイクルの定着，ゴ

ルフ場建設阻止のための 行政不服審

査請求など。 
 

山内知也神戸大学教授 

 
NaI シンチレータ測定器 

時間 会員

（円） 

非会員

（円） 

0.5 1,500 2,000 

１ 2,000 2,500 

 

佐々木研一元立教大教授 
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ちくりん舎 会員募集中 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちくりん舎のウェブサイトができました 
  

 
 

 

市民放射能監視センター 

共同ラボ： 

 〒190-0181 東京都西多

摩郡日の出町大久野 7444 

事務所： 

 〒162-0825 東京都新宿

区神楽坂 2-19 銀鈴会館

405 共同事務所 AIR 気付 

電話 

080-4616-1280（浜田） 

FAX 

0465-83-4404 

電子メール

lab.chikurin@gmail.com 
 

 

 

 

 

 

ちくりん舎は、行政から

独立して放射能汚染を監

視・測定、情報発信する

市民団体・個人の共同ラ

ボです 

 

 

－2013 年 3 月立ち上げを

目指して準備中－ 

 

2012 年 12 月に基礎工事

が終了しました。 

2012 年 12 月末に鉛遮蔽

体が日本に向け船便で出

荷されました。 

 
 

 

Web サイトにてお待ちし

ております。 

Web サイト アドレス: 

http://chikurin.org/  

 

 

－会員参加型の開かれたサイト運営

を目指します－ 

URL：http://chikurin.org  

（ちくりん舎、または市民放射能監

視センターのキーワード検索で可） 

ちくりん舎が放射能汚染測定等に

取り組む市民団体等が会員となって

運営する共同ラボであることから、

ウェブサイトも会員間での情報交流

のための共同フォーラムとして運営

します。 

具体的には一般向けの情報発信に

加えて会員だけが閲覧できる測定分

析結果（速報）や情報交換のための

掲示板を用意しています。 

また一般向けに情報発信するブロ

グページはサイト運営者だけでなく

ちくりん舎加入会員が投稿出来る会

員参加型のページになっています。 

ちくりん舎では会員・賛助会員を募

集しています。メールまたは電話、

FAX でお問合わせ下さい。 

 

 ●正会員 

   団体会員/年会費 1 口 10,000 円 

（何口でも） 

   個人会員/年会費 3,000 円 

 

 ちくりん舎の運営に関わり、ちくり

ん舎を支えていただく団体、個人で

す。 

ゲルマニウム半導体測定器による

高精度分析、NaI シンチレータ測定

器による分析が低価格で行えます。 

継続的な放射能汚染監視、測定プ

ロジェクトなどを行っている団体・

個人などの皆さまが会員として共同

ラボちくりん舎を支えていただくこ

とを歓迎します。 (詳細はお問合わ

せ下さい) 

   

 

●賛助会員 

   年会費 1 口 1,000 円（何口でも） 

 ちくりん舎の趣旨に賛同して支えてい

ただく方々です。ちくりん舎から発行

予定のニュースレター、イベント案

内、報告書等の情報が受け取れます。

(詳細はお問合わせ下さい) 

 

●会費振り込み口座 

 ゆうちょ銀行 

  振込口座： 00150-5-418213 

  加入者名 ：市民放射能監視センター 

シミンホウシャノウカン 

シセンター 

  他行からの振込の場合 

  店名 〇一九（ゼロイチキュウ店) 

  預金種目：当座 

  口座番号：0418213 

mailto:lab.chikurin@gmail.com
http://chikurin.org/
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